
•• .• 

?

・

・
•• .• 

• 
••.•.•.•.••••••.••••.••.•••••••••••••••••••••••••••• 

m-
は
じ
め
に

先
日
の
日
曜
日
の
朝
、
テ
レ
ピ
で
は
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
な
ど
の
厚
生
年
金
加
入
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

芸
能
人
が
司
会
者
を
つ
と
め
、
コ
メ
ン
テ
l
タ
ー
と

し
て
与
野
党
の
政
治
家
な
ど
が
出
演
す
る
。
こ
の
議

論
の
発
端
は
、
政
府
・
与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本

部
が
示
し
た
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
(
案
)
」

の
一
つ
、
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
パ

1
ト
労
働
者
等
、

短
時
間
労
働
者
へ
の
適
用
拡
大
案
で
あ
る
。

初
め
て
見
た
テ
レ
ビ
番
組
で
あ
っ
た
。
驚
い
た
の

は
、
内
容
で
は
な
く
、
司
会
者
の
番
組
進
行
、
正
確

に
は
制
作
局
の
番
組
づ
く
り
の
手
法
で
あ
る
。

第
一
に
、
あ
る
特
定
の
方
向
に
誘
導
す
る
か
の
よ
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、、、、、ーーー一~

う
な
進
行
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
れ
を
易
し
い
一
言
葉

で
、
か
つ
映
像
、
表
な
ど
を
駆
使
し
て
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
、
最
後
に
、
反
論
す
る
側
に
与
え
ら
れ

た
時
間
は
と
て
も
短
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
や
っ
て
世
論
は
形
成
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
思
っ
た
日
曜
日
の
朝
で
あ
っ
た
。
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E
盟

国
岡
麗

現
行
厚
生
年
金
の
被
保
険
者

世
論
形
成
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
厚
生
年
金
の

短
時
間
労
働
者
に
関
す
る
被
保
険
者
取
り
扱
い
を
概

観
す
る
。

厚
生
年
金
制
度
は
、
民
間
被
用
者
、
つ
ま
り
労
働

者
を
原
則
、
強
制
加
入
と
し
つ
つ
、
そ
の
適
用
要
件



と
し
て
、
「
通
常
の
就
労
者
の
所
定
労
働
時
間
、
所

定
労
働
日
数
の
概
ね
4
分
の

3
以
上
」
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
勤

務
の
常
勤
看
護
師
の
労
働
時
間
が

8
時
間
の
と
き
、

パ
1
ト
看
護
師
A
さ
ん
の
そ
れ
が

5
時
間
ぬ
分
な

ら
、
パ
ー
ト
看
護
師
は
厚
生
年
金
に
加
入
し
な
い
。

さ
ら
に
4
Z

守
え
ば
、

A
さ
ん
が
独
身
の
場
合
に
は
国

民
年
金
の

1
号
被
保
険
者
(
つ
ま
り
学
生
や
自
営
業

者
と
同
じ
分
類
)
、
既
婚
で
か
つ
年
収
が

1
3
0
万

円
を
超
え
る
と
き
も
1
号
被
保
険
者
、
し
か
し
、
既

婚
で
も
1
3
0
万
円
を
超
え
な
い
な
ら
、
今
、
話
題

の
3
号
被
保
険
者
と
な
る
。

こ
の
仕
組
み
が
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
中

立
で
は
な
い
、
専
業
主
婦
優
遇
だ
、
あ
る
い
は
パ
ー

ト
労
働
の
低
賃
金
固
定
化
だ
、
と
非
難
さ
れ
て
き
た
。

四

個

つ

』

.

翻
鳳
温

改
革
案
の
被
保
険
者
像

そ
れ
で
、
上
記
の
よ
う
な
仕
組
み
を
変
え
よ
う
と
、

前
記
本
部
が
改
革
案
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働

時
間
や
収
入
に
関
わ
り
な
く
、
被
保
険
者
と
な
る
仕

組
み
へ
の
変
更
で
あ
る
。
変
更
モ
デ
ル
の
一
例
と
し

て
、
一
雇
用
保
険
と
同
じ
要
件
を
掲
げ
る
。
こ
れ
に
な

ら
う
な
ら
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
要
件
は
労

働
時
間
が
週
初
時
間
以
上
、
収
入
要
件
は
撤
廃
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
約
4
0
0
万
人
が
新
た
に
被
保
険

者
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
被
保
険
者
適
用
拡
大
問
題
は
、
近
い
と
こ
ろ

で
は
、
平
成
四
年
に
安
倍
内
閣
が
同
じ
改
革
を
主
張

し
、
法
案
化
ま
で
進
め
た
。
し
か
し
、
外
食
、
流
通

等
各
種
業
界
の
反
対
を
受
け
て
頓
挫
し
た
経
緯
が
あ

る
。
人
件
費
削
減
策
と
し
て
雇
用
し
て
い
る
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
に
、
社
会
保
険
料

負
担
を
謀
せ
ら
れ
る
な
ん
て
、
経
営
者
側
か
ら
す
れ

ば
本
末
転
倒
、
言
語
道
断
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ、っ。
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F
3
.
 世
論
形
成

冒
頭
の
テ
レ
ゼ
番
組
で
司
会
者
は
、
こ
の
経
営
者

側
の
意
見
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う
に
、
被
保
険
者
拡

大
が
経
営
を
圧
迫
す
る
と
絶
叫
モ
ー
ド
で
主
張
し
l

少
な
く
と
も
、
私
は
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
叫
ん
で
い
る

却
象
を
受
け
た
i
、
パ
ー
ト
の
賃
金
が
叩
万
円
で
、

そ
の
数
が
別
人
な
ら
経
営
者
側
の
負
担
は
い
く
ら
、

等
々
、
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て
、
保
険
料
の
会
社

負
担
分
を
紹
介
す
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
た
ち
働
く
側

に
と
っ
て
も
不
利
益
で
あ
る
と
、
同
じ
く
数
値
を
列

挙
し
て
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
冗
舌
に
述
べ
る
。
適

用
前
と
同
じ
賃
金
を
得
て
も
、
そ
こ
か
ら
社
会
保
険

料
が
控
除
さ
れ
る
と
手
取
り
減
に
な
っ
て
、
家
計
へ

の
損
失
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
の
特
技
で
あ
る
視
覚
に
訴
え
る
図
表
を
活

用
し
、
か
つ
、
ま
く
し
た
て
る
よ
う
な
口
調
で
説
明

さ
れ
た
ら
、
テ
レ
ど
を
見
て
い
る
視
聴
者
の
な
か
に

-. . . . . . . . . . . . . .、. . . . . ( 

は
、
年
金
制
度
の
意
義
や
仕
組
み
に
つ
い
て
深
く
理

解
し
て
い
な
い
者
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
そ

う
だ
と
納
得
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
改
革
案
が

負
担
増
だ
け
を
強
い
て
、
庶
民
の
懐
を
無
視
し
た
「
改

悪
」
案
で
あ
る
と
思
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
与
党
側
の
政
治
家
に
与
え
ら
れ

た
反
論
の
ス
タ
イ
ル
は
、
司
会
者
の
数
分
の
一
の
短

い
時
間
で
、
か
つ
、
口
頭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明

ら
か
に
旗
色
が
悪
い
。

こ
れ
が
追
っ
て
、
同
局
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
仮
に
「
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
へ
の
厚
生
年
金
適
用
拡
大
に
対
し
、

与
党
政
策
担
当
者
は
明
確
な
反
論
が
で
き
ず
、
根
拠

が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
労
使
双
方
の
箇
民
に
大
き
な
負

担
を
強
い
よ
う
と
し
て
お
り
、
国
民
の
支
持
は
得
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
報
道
さ
れ
る
な
ら
ば
、
な
ん
と

恐
ろ
し
い
こ
と
か
と
思
う
。



F
4
.
 市
井
の
賢
人

厚
生
年
金
の
適
用
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、

必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
に

論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
年
金
制
度
の
目
的
、

機
能
、
あ
る
い
は
年
金
制
度
を
超
え
た
広
い
意
味
で

の
国
民
負
担
、
等
々
を
考
慮
す
れ
ば
、
拡
大
は
あ
る

べ
き
方
向
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
あ
る
い
は
、

諸
外
国
の
例
を
見
れ
ば
、
日
本
の
仕
組
み
が
例
外
的

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
改
革
案
が
労
使
双
方
に
負
担

だ
け
を
課
す
改
悪
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
今
こ
そ
必

要
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
る
人
々
は
、
少
な
く
な
い

と
思
う
。
テ
レ
ど
の
視
聴
者
は
、
制
作
局
が
考
え
る

ほ
ど
、
単
純
で
盲
信
的
、
無
知
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る。
も
っ
と
も
、
か
よ
う
な
市
井
の
賢
人
を
意
識
す
る

と
、
あ
の
手
の
番
組
や
娯
楽
番
組
を
つ
く
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
う
で
は
な
い
人
々
を
対
象
に
、
制
作

者
側
自
身
が
理
性
や
良
識
を
押
し
こ
ろ
し
て
、

っ
て
い
る
の
だ
ろ
、
っ
、
と
思
い
た
い
。

つ


